
　経営デザインシートは、企業経営における対話のツールです。
　「モノ」から「コト」へ価値がシフトした現代において、ユーザーは多様な価値観を持ち、体験や共感を求めています。
企業がユーザーの多様な価値観に訴求するためには、組織が持つ多種多様な資源を組み合わせ、企業理念にてらした価値
を創造する仕組みを構築することが必要です。
　経営デザインシートは、この「価値創造の仕組み」をデザインするためのシートです。このシートを活用することで、
経営課題の気づき・構想、他者との連携促進など、多様な効果が期待されます。また、新しい価値の創造において知財が
果たす役割を認識するのにも役立ちます。

　「経営デザインシート」活用セミナーでは、「下町ロケット」のモデルとなった鮫島弁護士による基調講演をはじめ、
新事業創造・強みの見える化・事業承継の各場面でシートを活用した企業の声をご紹介します。
　加えて、昨年大きな話題となった「ビジネスモデル2.0図鑑」の著者である近藤哲朗氏（チャーリー氏）の講演とワーク
セッション、銀行・投資家・デザイナー等の多様な支援者による活用事例など、企業やステイクホルダーのすべての皆さま
に「経営デザイン」を体感して頂けます。

「経営デザインシート」活用セミナー

経営デザインシートは、①⾃社や事業の存在
意義を明確に意識し、②従来の価値創造メカ
ニズムを把握するとともに、③将来ありたい
価値創造メカニズムを構想し、そのために
④今から何を⾏うべきかの 戦略を策定するため
の思考補助・デザインツールです。ステーク
ホルダーとの対話促進にも御活⽤いただけます。

経営デザインシートについて 

https://www.keieidesignsheet.jp/seminarお申込み・詳細

経営デザインシート
活用セミナー

参加無料・事前申込制

～これからの経営・価値を生み出すしくみのデザイン～

平成30年度「経営デザインシートの在り方とその活用の促進に関する調査研究」



経営デザインシート活用セミナー参加無料
事前申込制

～これからの経営・価値を生み出すしくみのデザイン～

参加費 無料
日   程 2019年2月28日（木）14:00～17:00
場   所 三田共用会議所 大会議室（東京都港区三田2-1-8）
対象者 企業の経営層・経営企画部門・新事業部門・知的財産部門

金融機関・投資機関従事者
上記の支援に従事するコンサルティング業務提供者
 （中小企業診断士・弁理士等）
大学・研究機関、官公庁関係者　等

定   員 150名程度（先着順）

https://www.keieidesignsheet.jp/seminarお申込み・詳細

事務局 PwCコンサルティング合同会社
平成30年度「経営デザインシートの在り方とその活用の促進に関する調査研究」事業事務局（受託者）
E-mail：consulting-jimukyoku@keieidesignsheet.jp  

価値をデザインする ～そのツールとしての「経営デザインシート」の可能性～ 
弁護士法人内田・鮫島法務事務所　パートナー　鮫島正洋氏

特許庁のデザイン経営の取組み
特許庁　CDO 特許技監　嶋野邦彦氏

基調講演

知的財産戦略担当大臣　平井卓也（予定）開会挨拶

ケース１：新規事業を着想するツールとしての活用　
　　　　株式会社ジンズ　JINS MEME事業部 事業統括リーダー Think Labプロジェクト　井上一鷹氏

ケース２：自社の強みを再定義するツールとしての活用
　　　   株式会社ウフル　知財戦略責任者　谷口将仁氏

ケース３：事業承継の対話ツールとしての活用
　　　   株式会社コプロス　取締役　宮﨑隆司氏

事例紹介

経営デザインシートの中核をなすビジネスモデルを図解で考える
株式会社そろそろ 近藤哲朗氏 ・ PwCコンサルティング合同会社

講演会・ワーク

経営デザインシート活用の広がり
パネラー
［金融機関の視点］株式会社きらぼし銀行　常務執行役員　強瀬理一氏
［投資家の視点］株式会社日本ベル投資研究所　代表取締役　主席アナリスト　鈴木行生氏
［支援者の視点］合同会社ゆわく　代表社員　大山雅己氏（中小企業基盤整備機構 事業承継コーディネーター）
［デザイナーの視点］ヒロタデザインスタジオ　代表　廣田尚子氏
モデレータ
内閣府　知的財産戦略推進事務局　局長　住田孝之

パネル
ディスカッション

開催プログラム 各セッションにおける重要な視点・ポイントをまとめたコメントを交え、進行いただきます
司会　土生特許事務所　弁理士　土生哲也氏
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